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気温が低く乾燥した日が続いています。嘔吐下痢症や胃腸炎などの感染症もまだまだ流行しやすい時期ですの

で、手洗い・うがいをしっかり行い、予防しましょう。また自宅での心構えとして、お子さんの症状に応じた看

取りや手だて、嘔吐物の処理方法も知っていただくことで、二次感染等大事に至らないようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

ほけんだより ２月 

嘔吐下痢症 
嘔吐下痢症（おうとげりしょう）は、突然吐

き出したり、激しい下痢を１日に何度も繰り返

したりします。 

特に乳幼児がかかりやすく、脱水症状からひ

きつけを起こすなど、重症化することがありま

す。激しくぐずる、一日中ぐったりと寝ている、

唇や口の中が乾いている、おしっこの量が減っ

ているなどの症状が見られたら、すぐ医師にか

かりましょう。 

タオルやハンカチなどの共有を避け、手洗

い・うがいをこまめに行うことが感染予防につ

ながります。 

感染性胃腸炎 
感染性胃腸炎は、ノロウイルスやロタウイルス

が原因の胃腸炎で、数時間前まで元気だったの

に、突然顔色が変わり嘔吐が始まるケースが多く

見られます。症状が出てから数時間が一番重く、

水分を与えても吐いてしまいます。 

吐き気が治まるまで様子をみて、顔色が戻って

きたら経口補水液などを少量ずつ与えましょう。

乳児の場合、母乳はそのままあげても構いませ

ん。 

下痢の症状は、数日前から出る場合もあれば、

嘔吐が始まってから出る場合もあります。嘔吐物

や便から感染するケースが多いので、早めの処理

と消毒が、二次感染の予防につながります。 

嘔吐物（おうとぶつ）は、二次感染を防ぐた

めに速やかな処理が必要です。 

 
（２）手順 

①手袋（できればひじまで隠れるもの）をして捨ててもよ

い布や紙で拭き取ります。 

②拭き取った物はビニール袋へ入れて、外へ漏れ出ないよ

うにして捨てます。 

③汚れた床は、消毒液（漂白剤等）などを薄めて拭きます。 

④処理の後は十分な換気を行いましょう。 

用意する物 

・使い捨て手袋  ・使い捨てマスク ・バケツ ・雑巾 

・ビニール袋   ・消毒液（塩素系漂白剤など） 

・使い捨てエプロン（あれば） 

（３）嘔吐物の付いた衣類の洗い方 

消毒液を薄めて、衣類を２時間程漬け置きした後、洗濯

をします。他の衣類とは一緒に洗わないようにしましょ

う。 

嘔吐物の処理方法 
（１）はじめに 

まずは窓を開けて換気を行い、ゴム手袋やマスクで体を覆

って嘔吐物に直接触れないようにしましょう。 

 


